
　　～ボランティア制度をご活用ください～

　～セミナー・講座情報～

ボランティアアドバイザー養成講座
       
       

　　～トピックス～

ワンダフルライフセミナー企画準備会を開催します

読み聞かせボランティア養成講座
地域デビュー講座　ウォーキング・ハイキングで仲間づくり

　

　～シルバー人材センター入会説明会～
　　問合せ：自治振興課ボランティア推進室
　　（市役所第二庁舎２階）
　　TEL：０４８（４７７）１１１１　（内線１０５８）
　　URL：http://www.city.niiza.saitama.jp
　　担当：松崎、藤田

　　新座市ボランティアセンターでは、毎月第２土曜日の午後に、志木駅前「にいざほっとぷらざ」で
ボランティアアドバイザーによるボランティアの活動相談を行っています。今後、ボランティア活動
の相談役を担う方を発掘、育成するため、ボランティアアドバイザー養成講座を実施します。
　
　日 　時：２月４日（月）及び２月５日から２６日までの毎週火曜日、計５回
　　　　　 午後１時３０分から２時間程度
　対 　象：原則として市内在住でボランティアアドバイザーとして今後、活動意欲があり、全日程
　　　　　 参加できる方
　会　 場：市役所第三庁舎（社会福祉協議会）
　参加費：２８０円（ボランティア保険代）
　申込み：往復はがきに氏名・住所・電話番号・年齢・ボランティア活動の有無（有の場合は具体的
　　　　　　に）を記入のうえ、１月１８日（金）までに新座市社会福祉協議会ボランティアセンターへ
　　　　　　〒352－0011　　新座市野火止１－９－５４　　市役所第三庁舎内
　　　　　　電話　０４８－４８０－５７０５

 
　新座市教育委員会生涯学習課では、様々
な知識や経験、優れた技術や技能を持ち、
それらをボランティア活動を通して地域に
還元したいという方（団体）に、指導者と
して登録をいただいております。これから
学習活動に取り組もうとするグループや個
人に対して、お手伝いできるボランティア
の方（団体）を紹介する制度です。

問合わせ：生涯学習課　内線1834

 

 
　新座市社会福祉協議会では、新座市
ボランティアセンターを設置し、ボ
ランティアに関する相談やボラン
ティア団体への支援などのほか、福
祉のこころを伝える福祉教育事業な
どを推進しています。

問合わせ：新座市社会福祉協議会
電話０４８－４８０－５７０５

   

  日　時：第１回＝２月９日（土）、午後１時３０分～４時３０分
　　　　　  第２回＝２月１６日（土）、午後２時～４時３０分
　対　象：原則として次の条件をすべて満たす方
　　　　　・地域での読み聞かせ活動の経験があること
　　　　　・全講座に参加できること（都合により全回参加できなかった方には、後日補講がありま
　　　　　す）
　　　　　・講座終了後に図書館、学校など市内各施設で読み聞かせやブックトークなどを行うた
　　　　　めに必要な知識を習得します。
　講　師：東京家政大学非常勤講師　大井むつみ、市職員
　申込み：直接又は電話で、１月４日（金）から中央公民館まで
　　　　　　電話　０４８－４８１－１１１５

　日　時：２月７日から３月６日までの毎週木曜日、計５回、午前１０時～正午
　対　象：市内在住又は在勤の方
　定　員：６名・申し込み順
　内　容：生きていく中で出会うさまざまな問題について考え、学び、人生のすばらしさを再
　　　　　 認識する講座を企画します。
　申込み：直接又は電話で、１月４日（金）から大和田公民館まで
　　　　　　電話　０４８－４７９－０５１７　　休館日　第２・４月曜日

　日　時：２月９日（土）・１６日（土）・２４日（日）、３月１日（土）・８日（土）、計５回、午前１０時
          ～正午又は終日
　対　象：市内在住又は在勤の５０歳以上の方
　定　員：２０名・申し込み順
　内　容：文化財を訪ねながら市内ウォーキング、奥武蔵野草観察とハイキングほか
　講　師：元小学校校長　後藤　繁
　申込み：直接又は電話で、１月８日（火）から野火止公民館まで
　　　　　　電話　０４８－４７８－４５２３　　休館日　第２・４月曜日

シルバー人材センター　　日時：2月4日（月）、午前10時～正午　  場所：同センター会議室
ひばりヶ丘駅近隣地区　　日時：1月20日（日）、午後1時～3時　　場所：栗原公民館
志木駅近隣地区　　　　　  日時：2月17日（日）、午後1時～3時　　場所：にいざほっとぷらざ
対象：概ね60歳以上の方　 定員：各20名程度　 問合せ：（社）新座市シルバー人材センター（048－481－



　　～ボランティア活動体験レポート～ 　～現在募集中のボランティア情報～
分野 名称 内容 備考

環境

にいざ　まち美化パートナー 市内道路の清掃美化活動 随時募集

新座市違反簡易広告物除去推進
員

市内の違反簡易広告物の除去 随時募集

新座市グリーンサポーター 市内雑木林の維持管理など 随時募集

新座市緑の保全巡視員 緑地内の巡視活動など 随時募集

新座市公園トイレクリーンキー
パー

トイレ施設の清掃など 随時募集

新座市公園低木・生け垣刈り込み
サポーター

低木及び生け垣の植栽及び剪（せん）定 随時募集

新座市公園パートナー「花の広
場」

清掃、除草、草刈り及び花の植栽作業 随時募集

新座市小規模公園管理サポー
ター

剪定及び灌水や公園内の清掃など 随時募集

福祉

トワイライトステイ ひとり親家庭などの児童を夕方から夜にかけて預かる 随時募集

育児学級保育ボランティア 生後2ヶ月から4ヶ月の乳児への保育 随時募集

保育サポーター 公民館などでの保育 随時募集

「星と音楽のひととき」指導 プラネタリウムの企画運営、星の説明 随時募集

骨粗しょう症診断時の啓発協力活
動

骨粗しょう症受診者への試食提供の協力
随時募集
（登録制）

地域の健康づくりを考える会 各中学校区ごとに会を実施し、健康づくり活動を実践 随時募集

ゆめさくら 障がい者を対象とした各種イベントの企画・運営 随時募集

福祉の里
介助ボラン
ティア

デイサービス介助ボランティア
福祉の里老人デイサービスセンター、障害者福祉センター利用者
に対する介助

随時募集

「絵画教室」介助

障がい状況に応じて、用具の用意等の介助、教室内の配置等の設
営

随時募集

「点字ワープロ入門講座」介助

「さをり織講座」介助

「陶芸教室」介助

「視覚障がい者卓球教室」介助

「ハンドベル教室」介助

「言語療法」介助 失語症の方々への集団での言語訓練のサポート 随時募集

教育 特別支援教育ボランティア 特別な教育的支援を必要とする児童・生徒の教育活動の支援 随時募集

社会教育 ブックスタート協力員 「はじめてブック」の運営協力
随時募集
（登録制）

生涯学習 生涯学習ボランティアバンク
様々な知識や経験、優れた技術や技能を持ち、それらをボランティ
ア活動を通じて地域に活かし、還元したいという方が生涯学習指導
者として登録する制度

随時募集

※詳細は、ボランティア推進室までお問合せください。

　～ボランティア活動相談～

　No.６　～「妙音沢クリーンアップ作戦」を取材しました～

　市内の「妙音沢特別緑地保全地区（栄一丁目の斜面林）」において、昨年１２月２日（日）に、「妙音
沢クリーンアップ作戦」と題した緑地内の大掃除が行われ、市民ボランティアや企業、市職員など総
勢１２４名が参加し、不法投棄物の搬出やゴミ拾いに汗を流しました。
　活動が行われた妙音沢緑地は、こんこんと豊富な湧水が流れ、サワガニなどが生息するほか、希
少なカタクリやイチリンソウなどの山野草が自生するなど貴重な緑地ですが、一方で下草の繁茂や
ゴミの不法投棄などが問題となっています。
　この貴重な自然資源を保全するため、下草刈り活動やゴミの片付け、日々の巡視活動など多くの
市民のみなさんがボランティアでこの緑地の保全活動に携わっています。
　今回のクリーンアップ作戦に参加した大学生の長谷川さんは、「今夏、インターンシップで市役所の
仕事を体験した際に、妙音沢緑地に興味を持ったのが参加のきっかけです。思っていたよりも、様々
なゴミが捨ててあって驚きましたが、これだけの自然が残されている貴重なエリアなので、市民や企
業・行政が一体となって環境を守っていくという重要性を認識しました。」と頼もしく語ってくれました。
　　当日は、市内の造園業の方々や清涼飲料水販売業者など
多くの企業からも活動にご参加をいただいたほか、ゴミ袋や飲
み物のご提供をいただきました。こうした市民・企業・行政が一
丸となった「妙音沢クリーンアップ作戦」は年々参加者も増加
傾向にあります。
　地域の貴重な自然資源をみんなで守っていこうという多くの
みなさんの熱意に支えられ、妙音沢緑地は今日も訪れた方々
に都会では味わえない癒しのひと時を与えてくれています。

　No.５　～第７回新座市ボランティアまつりを取材しました～

　　今回は、昨年11月23日（金）に市役所第三庁舎で、新座市社会福祉協議会ボランティアセン
ターなどの主催により行われた、「第7回新座市ボランティアまつり」について報告します。
　当日は、掲示や発表によるボランティア団体の活動紹介をはじめ、模擬店や、各種体験コーナー、
太鼓や舞踊など様々な催しが行われ、参加者と来場者合わせて約500名の人出で賑わいました。
　実際に記者が取材したアイマスク体験では、何も見えないために小さな段差でも怖く感じました
が、見えない怖さがあっても、介助の方に誘導され、次第にスムーズに歩けるようになりました。そ
れは、介助の方のタイミングの良い声掛けや思いやりから生まれる信頼関係が大切であるというこ
とを実感しました。
　介護してくださった方は、「学校などに行き、車イスやアイマスク体験などを行っている。子供たち
に、気軽に手を貸すことができる人に成長してほしい。」とおっしゃっていました。
　また、聴覚障害をお持ちの方のために、人が話していることを聞き取り、スライドに文字を書いてい
く要約筆記も体験しましたが悪戦苦闘の中、要点を絞って筆記するコツを教わりました。メンバーの
方々は、「まだ活動している方が少ないので、こういう機会に
活動を理解していただきたい。」と話されていました。
　「来場者と参加者はもちろんのこと、参加団体同士もお互い
の活動内容を知ったり、交流を深めることができました。」と
社会福祉協議会ボランティアセンターの新野さん。
　ボランティアまつりの最大の特徴は、様々な体験ができる
ところにあり、これからボランティアやNPOの活動に参加した
いと考えている方にとっては、大変有意義なイベントである
と感じました。
　来年も１１月下旬に開催する予定ですので、ぜひ足を運
んでみてください。

　志木駅南口前にいざほっとぷらざ会議室にて、ボランティアアドバイザーが相談を伺います。
活動に興味がある・活動をしてみたいという方…ボランティア活動相談にお気軽にお越しください！！
相談日及び会場：１月１２日（土）午後１時１０分～３時　　　　　４階会議室２
　　　　　　　　　　　 ２月９日（土）午後３時２０分～５時３０分　　３階会議室１
問合せ：新座市社会福祉協議会　新座市ボランティアセンター　　　電話０４８－４８０－５７０５
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